
釜石市次世代育成支援行動計画いきいき子育てプラン

○目標事業量の進捗状況について

事　業　名 事　業　内　容 16

年度

17

年度

18

年度

19

年度
20 年度

目標値

平成 21

年度

担 当 課

担 当 部 署

基本目標Ⅰ　安心して子育てができるまちづくり

子 育 て 支

援センター

専任の保育士が、子

育て家庭に対する相

談指導を行うと共に、

子育てに関する情報

提供や子育てサーク

ルの育成・支援を行っ

ている。利用は自由。

2 ヵ所 2 ヵ所 2 ヵ所 2 ヵ所 3 ヵ所 3 ヵ所

地 域 福 祉

課

ひよこ教室 就園前の親子遊びの

教室。地域に住む親

子が集い、育児につ

いて学びあいながら

交流し、情報交換を

行う。

5 地区 4 地区 4 地区 1 地区 3 地区 継続 公民館

さ く ら ん ぼ

クラブ　

（事業中止）

双子を持つ母のサー

クル

年 12

回

該当

無し

該当

無し

該当

無し

事業中止に

より未実施

－

年  12  回

健 康 推 進

課

母 子 保 健

推 進 員 活

動

妊産婦・乳幼児への

家庭訪問

子育て支援事業への

協力

随時 随時 随時 随時 随時 随時

健 康 推 進

課

教 育 振 興

運動

子ども・家庭・学校・

地域・行政の 5 者が

それぞれの責任を明

確にしながら地域の

教育力の向上を図る。

市内 9 実践区におい

て、学力向上・健全育

成・健康安全等のテ

ーマに取り組んでい

る。

9 ヵ所 9 ヵ所 6 ヵ所

※学校

統合に

より市

内 6 実

践区

6 ヵ所 6 ヵ所  未定

※学校

統合の

関係に

より

生涯学習ス

ポーツ課
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事　業　名 事　業　内　容 16

年度

17

年度

18

年度

19

年度
20 年度

目標値

平成 21

年度

担 当 課

担 当 部 署

ゆいっこサ

ポートセン

ター

子育て支援を行いた

い人と、支援を受けた

い人からなる会員組

織。保護者の急用や

病気などの場合に、

一時的に育児支援を

行う。

実施 実施 実施 実施 実施 継続

地 域 福 祉

課

一 時 保 育

事業

保護者の疾病・入院

等の緊急時、または

家庭の事情で一時的

な保育が必要な場合

に対応する。

1 ヵ所

8 人

2 ヵ所

18 人

2 ヵ所

18 人

2 ヵ所

18 人

3 ヵ所

26 人

2 ヵ所

16 人

地 域 福 祉

課（認可保

育所）

障 害 児 保

育事業

保護者の就労等によ

り家庭での保育が困

難で、集団保育と毎

日の通所が可能な障

害をもつ児童の保育

を行う。

実施 実施 実施 実施 実施 継続

地 域 福 祉

課（認可保

育所）

乳 幼 児 健

康 支 援 一

時預かり事

業（病後児

保育）

「病気回復期」で保育

所等に通所できない

児童を、保育所や病

院に付設された専用

スペースで一時的に

預かる。

0 ヵ所 0 ヵ所 0 ヵ所 0 ヵ所 0 ヵ所 1 ヵ所

4 人

地 域 福 祉

課

休日保育 日曜・祝日に仕事が

あり、家庭で保育を行

えない場合に子ども

を預かる。

0 ヵ所 0 ヵ所 0 ヵ所 0 ヵ所 0 ヵ所
2 ヵ所

20 人

地 域 福 祉

課（認可保

育所）

延長保育 就労形態の多様化、

通勤時間の増加等に

対応して、通常の保

育時間（概ね 7 時～

18 時）を超えて保育

を実施する。

6 ヵ所 6 ヵ所 6 ヵ所 6 ヵ所 7 ヵ所 6 ヵ所

地 域 福 祉

課（認可保

育所）

市立幼稚

園 で の 預

かり保育の

実施

市立幼稚園において、

保護者の希望がある

場合は教育時間終了

後においても幼稚園

で教育活動を行う。

０園 1 園

(試行)

1 園 2 園 2 園 ２園

総務学事課

21 年度～

幼児教育推

進室
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事　業　名 事　業　内　容 16

年度

17

年度

18

年度

19

年度
20 年度

目標値

平成 21

年度

担 当 課

担 当 部 署

通常保 育

事業（保育

所 の 定 員

増）

保護者の就労、病気、

家庭での介護等の理

由により、家庭で保育

を行うことが困難な

（保育に欠ける）児童

の保育を行う。（定員

増により待機児童の

解消を図る。）

6 ヵ所

410 人

6 ヵ所

410 人

6 ヵ所

435 人

6 ヵ所

465 人

7 ヵ所

510 人

6 ヵ所

430 人

地 域 福 祉

課（認可保

育所）

放課 後 児

童 健 全 育

成事業

（甲子学童

育成クラブ

の設置）

就労等により昼間保

護者のいない家庭の

小学校児童に対して、

放課後児童の育成・

指導、遊びによる発

達の助長などに係る

サービスを行い、児

童の健全育成の向上

を図る。

8 ヵ所

345 人

9 ヵ所

374 人

9 ヵ所

418 人

9 ヵ所

498 人

9 ヵ所

518 人

9 ヵ所

395 人

地 域 福 祉

課

養育 訪 問

相談事業

学校訪問によって得

られた情報に基づき、

非行など問題行動の

ある児童の家庭を家

庭相談員が訪問し、

児童養育等に関する

適切な相談指導を行

い、児童福祉の増進

を図る。

未実施 実施 実施 実施 実施 実施

地 域 福 祉

課 家 庭 児

童相談室

母 子 家 庭

自立支 援

教 育訓練

給付金事

業

母子家庭の自立を促

進するため、母が受

講する職業訓練や資

格取得のための講座

受講料の一部を給付

する。

未実施 未実施 未実施 実施 実施 実施

地 域 福 祉

課

婦 人 相 談

事業

保護を要する女子の

発見に努め、相談に

応じ、必要な指導を

行う。

実施 実施 実施 実施 実施 継続

地 域 福 祉

課

岩手県肢

体不自 由

児 協 会巡

回療育 相

談 会 の 実

施

(事業廃止）

肢体不自由児の専門

医による療育相談会

を、市内で年一回開

催し、保護者の育児

支援と負担軽減を図

る。

実施 未実施 未実施 未実施 未実施 継続

地 域 福 祉

課
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事　業　名 事　業　内　容 16

年度

17

年度

18

年度

19

年度
20 年度

目標値

平成 21

年度

担 当 課

担 当 部 署

す く す く 親

子教室

心身に障害のある児

童（就学前）を集団で

保育し、その活動の

中から障害機能を軽

減させ、身体的、情緒

的発達を助ける。

実施 実施 実施 実施 実施 継続

地 域 福 祉

課

交 通 安 全

教室

市が委嘱している交

通指導隊員が、子供

たちに安全確認の方

法や信号の渡り方な

ど交通安全教育を行

う。

随時 随時 随時 随時 随時 随時

市 民 課

（交通指導

隊）

街頭指導 PTA役員・防犯協会・

教師・保護司などが、

定期的に市内を巡回

し、非行防止・啓発活

動をする。

実施 実施 実施 実施 実施 継続

少年センタ

ー

子ども 110

番の家

子供たちを犯罪から

守るため、釜石警察

署が市内の商店やコ

ンビニなどを指定し、

地域で防犯意識の高

揚を図る。

実施

設置数

397

ヵ所

実施

設置数

397

ヵ所

実施 

設置数

397

ヵ所

実施

設置数

379

ヵ所

実施

設置数

390 ヵ所

継続 総務学事

課（釜石警

察署生活

安全課）

都市公園・

児 童 遊 園

の 安 全管

理

利用者の安全及び利

便の向上を図るため、

地元町内会等に清掃、

環境整備等の施設管

理を委託するとともに

業者による保守点検、

修繕を行っている。

実施

42 ヵ所

実施

42 ヵ所

実施

41 ヵ所

※H18.

3.31大

橋児童

遊園廃

止

実施

41 ヵ所

実施

41 ヵ所

継続

41 ヵ所

42  ヵ所

都市計画

課

地 域 福 祉

課

基本目標Ⅱ　子どもが心豊かに育つまちづくり
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事　業　名 事　業　内　容 16

年度

17

年度

18

年度

19

年度
20 年度

目標値

平成 21

年度

担 当 課

担 当 部 署

家 庭 教 育

支 援総合

事業《思春

期講座》

市内の中学生を対象

として、思春期の子ど

もたちが「性」を人権

の問題、人間の生き

方に深く関わる問題

であることを学ぶ。ま

た、性に関する正しい

知識を身に付け、生

命尊重・自他を大切

にする心・無知や偏

見から起きる性的トラ

ブルを防止する。

中学校

2 校

（2 校）

中学校

2 校

（4 校）

中学校 

2 校

（6 校）

中学校 

2 校

（8 校）

中学校 

2 校

（10 校）

中学校

8 校

（累計

値）

少子化対策・

男女共同参

画推進室

生涯学習ス

ポーツ課

健康推進課

乳 幼 児 の

食育 実 践

事業

給食や調理体験等を

通じて、乳幼児期から

正しい食事のとり方

や食習慣が身に付く

よう指導し、保護者や

地域の子育て家庭に

も情報提供や相談を

行うことで、「食」への

関心を高める。

実施 実施 実施 実施 実施 継続

認 可 保 育

所

食育 や 学

校給食 に

対 す る 理

解の促進と

啓発

小中学校において栄

養士等による食習慣

の指導を行う。
実施 実施 実施 実施 実施 継続

給食センター

小中学校

地域子ども

教 室 推 進

事業（国庫

委託事業）

※Ｈ 19～

「放課後子

ども教室推

進事業」

地域の大人の力を結

集し、放課後や休日

における「子どもの居

場所」をつくる。異世

代との交流、文化活

動等を企画実施し、

子どもの健全育成を

図る。

※平成 18 年度まで

国庫委託金で運営

1 ヵ所

※国庫

委託金

による

運営

1 ヵ所

※国庫

委託金

による

運営

1 ヵ所

※国庫

委託金

による

運営

6 ヵ所

※国庫

等 2/3

補助事

業によ

る運営

6 ヵ所

※国庫等

2/3補助事

業による運

営

1 ヵ所

※自主

運営の

居場所

生涯学習ス

ポーツ課
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事　業　名 事　業　内　容 16

年度

17

年度

18

年度

19

年度
20 年度

目標値

平成 21

年度

担 当 課

担 当 部 署

体験型情

報誌の発

行（国庫委

託事業）

※H16 で国

庫委託事

業終了

情報誌の発行を通じ

て、子どもたちの奉仕

活動・体験活動の機

会や場の提供を行う。

また郷土の自然・文

化に関心を持たせ、

まちづくりに参画する

意識の醸成を図る。

年 4 回

発行

無 無 無 無 継続

生涯学習ス

ポーツ課

わんぱく広

場

地域の中での交流や

自然とのふれあいを

通じて、明るく心豊か

な子ども達の育成を

図る。

5 ヵ所 4 ヵ所 4 ヵ所 6 ヵ所 6 ヵ所 6 ヵ所

公　民　館

世代間交

流事業

地域の伝統文化の継

承やスポーツ交流な

どを通して世代間の

絆を深め、人づくり・

地域づくりを推進する。

5 ヵ所 2 ヵ所 4 ヵ所 6 ヵ所 11 ヵ所 ５ヵ所

公　民　館

児　童　館

地 域ふれ

あい事業

園庭を開放したり、地

域の人を行事に招待

するなど近隣社会と

の関わりを深め、園

児が施設訪問や伝統

芸能活動などを行うこ

とで地域との交流を

推進する。

実施 実施 実施 実施 実施 継続

認 可 保 育

所

不健 全 図

書の巡回

指導

県青少年環境浄化モ

ニター、県・市青少年

育成委員が、県から

の青少年のための環

境浄化に基づく不健

全な図書等の指定通

知に基づき、図書店

等巡回してコーナー

表示や図書の取り扱

いをチェックしている。

環境浄

化モニ

タ ー県

報告

月 1 回

年 12

回

環境浄

化モニ

ター県

報告

月 1 回

年 12

回

県青少

年育成

委員中

学校区

毎に

6 人

年 12

回

県青少

年育成

委員中

学校区

毎に

6 人

年 12

回

県青少年育

成委員　外

6 人

年 12 回

年 12 回

少子化対策・

男女共同参

画推進室
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事　業　名 事　業　内　容 16

年度

17

年度

18

年度

19

年度
20 年度

目標値

平成 21

年度

担 当 課

担 当 部 署

市立幼稚

園・小中学

校敷地 内

における禁

煙の実施

すべての市立幼稚園

及び市立小・中学校

の敷地内において全

面禁煙を実施する。

7.7％

(2

校 /26

校・園）

※橋野

小中は

1 校 と

計算

100％ 100％ 100％ 100％ 100％

総務学事課

通 学路等

へ の防犯

灯の 設置

促進

寄贈を受けた防犯灯

を、町内会要望にあ

わせて設置し、安全

を確保する。

隔年

設置

― 実施 ― 実施 隔年

設置

市 民 課

保 育体験

学習

児童・生徒あるいは

地域の子育てに関心

のある住民に保育の

体験機会を提供し、

生命の大切さや育児

の楽しさを感じてもら

う。

実施 実施 実施 実施 実施 継続

認 可 保 育

所

家 庭 教 育

支 援総合

事業

≪子 育 て

学 習講座

≫

（国庫委託

事業）

子どもの教育や人格

形成に関っている親

等を対象に、子どもの

健全育成・成長につ

いて何が必要か等に

ついて学ぶ機会を提

供する。（就学時健診

授業参観等を活用）

30

講座

29

講座

20

講座

24

講座

※H19

年度で

国庫委

託事業

終了

6講座 継続 生涯学習ス

ポーツ課

家 庭 教 育

手帳 ・ノー

トの配布

一人ひとりの親が家

庭を見つめ直し、自

信を持って子育てに

取り組む契機として、

作成・発行（対象年齢

ごと 3分冊・文部科学

省）

1340

部

手帳の

み配布

3分冊

手帳の

み配布

3分冊

手帳の

み配布

3分冊

手帳のみ

配布

3分冊

継続

※H21

より配

布なし

生涯学習ス

ポーツ課
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事　業　名 事　業　内　容 16

年度

17

年度

18

年度

19

年度
20 年度

目標値

平成 21

年度

担 当 課

担 当 部 署

わくわく 子

どもセンタ

ー・体験活

動ボランテ

ィア支援セ

ンターの設

置

（国庫委託

事業）

奉仕活動・体験活動

の機会の場を開拓、

情報収集・提供、指導

者の登録と紹介につ

いて、学校との連携を

図りながらコーディネ

ートする。

※Ｈ 16 年度で国庫委

託事業は終了

実施 実施 実施 実施 実施 継続

生涯学習ス

ポーツ課

国際理解

教室「あつ

まれキッズ」

小中学生と外国人が

交流し、互いの文化

や人間性を尊重し合

いながら、理解を深め

る。

※市国際交流協会主

催事業との兼ね合い

で実施回数を調整

年 5 回

実施

年 5 回 年 5 回 年 4 回 年 4 回 継続 生涯学習ス

ポーツ課

こ ど もエコ

クラブ

自然の中で様々な体

験活動を通して、自

分達が暮らす自然環

境への理解を深め、

環境保全に配慮した

行動をとることができ

る資質を育む。

年 5 回

程度

年 6 回 年 6 回 年 6 回 年 4 回 継続

生涯学習ス

ポーツ課

い わ て 発

少年 交 流

体験セミナ

ー

（県事 業 ：

参加補助

金）

施設での体験活動や

研修活動、沖縄での

訪問地活動を通して、

自ら団体行動、社会

参加活動を行う少年

リーダーを養成する。

※Ｈ 18 で県事業終了

4・5 人

派遣

4 人派

遣

ふるさ

と発見！

いわて

少年交

流体験

セミナ

ー　3

人派遣

無

「いわて希

望塾セミナ

ー事業」に

変更

（県事業：

3 名派遣）

継続

生涯学習ス

ポーツ課

い わ て 再

発見青少

年銀河鉄

道体験交

流事業（県

事業）

県内の青少年との交

流や体験活動を通じ

て、岩手県の自然や

歴史、産業経済等を

学びながら、ふるさと

づくりを主体的に考え

る青少年の育成を図

る。

4・5 人

派遣
6 人派

遣

（ 上記

事業に

統合）

無 無 継続

生涯学習ス

ポーツ課
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事　業　名 事　業　内　容 16

年度

17

年度

18

年度

19

年度
20 年度

目標値

平成 21

年度

担 当 課

担 当 部 署

伝統文化

こども教室

（伝統文化

活性化国

民 協 会 が

事業運営）

次世代を担う子ども

たちに、茶道、華道、

日本舞踊、伝統音楽、

郷土芸能などを計画

的、継続的に体験・修

得できる機会提供を

行い、子どもたちの豊

かな人間性の涵養を

図る。

3 ヵ所 4 ヵ所 3 ヵ所 3 ヵ所 4 ヵ所 継続

生涯学習ス

ポーツ課

職場体験

(インターン

シ ップ )事

業

「高校生が在学中に

自らの学習内容や将

来の進路等に関連し

た就業体験を行う」こ

とを目的に実施され

ていることから、積極

的に生徒の受け入れ

を行う。

実施 実施 実施 実施 実施 継続

総務課

フォーラム

家 庭 教 育

（県事業）

家庭教育における課

題等について研修し、

家庭の教育力の向上

を図る。

1 回 1 回 1 回 1 回 無

※H19 で事

業終了

継続 生涯学習ス

ポーツ課

基本目標Ⅲ　健やかに生み育てるまちづくり

妊婦・乳児

一般健 康

診査

委託医療機関での個

別健診

受診率

妊婦

90％

受診率

妊婦

91.8％

受診率

妊婦

89.9％

受診率

妊婦

88.1％

受診率

妊婦

97.2％

受診率

妊婦

95％

健 康 推 進

課

1歳 6 ヶ月

児 健 康診

査

委託医療機関での個

別健診【小児科健診、

歯科健診、】

受診率

90％

受診率

88.6％

受診率

97.1％

受診率

93.9％

受診率

95.3％

受診率

95％

健 康 推 進

課

2歳児いい

歯健診

歯科保健指導、歯科

健診、発達・発育チェ

ック

受診率

70％

受診率

79.1％

受診率

77.7％

受診率

81.5％

受診率

81.0％

受診率

80％

健 康 推 進

課

3歳児健康

診査

委託医療機関での個

別健診【小児科健診、

歯科健診、視覚・聴覚

スクリーニング】

受診率

85％

受診率

87.2％

受診率

91％

受診率

88.4％

受診率

88.7％

受診率

90％

健 康 推 進

課

4歳 6 ヶ月

児発達検

査

発達・言葉・歯科相談 受診率

90％

受診率

95.6％

受診率

90.4％

受診率

90.4％

受診率

91.5％

受診率

95％

健 康 推 進

課

乳 幼 児発

達相談

要支援乳幼児の家庭

療育支援

年 2 回 年２回 年２回 随時 年 4 回 継続 健 康 推 進

課
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事　業　名 事　業　内　容 16

年度

17

年度

18

年度

19

年度
20 年度

目標値

平成 21

年度

担 当 課

担 当 部 署

予防接種 ＢＣＧ、3種混合、ポリ

オ、風疹・麻疹

実施 実施 実施 実施 実施 継続 健 康 推 進

課

妊娠相談 妊娠届や出生届及び

転入時の個別相談・

指導

随時 実施 実施 実施 実施 随時 健 康 推 進

課

パ パ マ マ

準備教室

妊婦とその夫の為の

教室

産後の情報交換

年 6 回

コース

年 6 回

コース

年 6 回

コース

年

12 回

年 9 回 年 12 回 健 康 推 進

課

妊婦・新生

児訪問

※Ｈ 19 年

度～「こん

にちは赤ち

ゃん事業」

保健指導の必要な妊

産婦・新生児に対す

る家庭訪問による助

言・指導

訪問対

象者に

対する

訪問割

合

80％

79％ 71％ 45％ 87％

訪問対

象者に

対する

訪問割

合

100％

健 康 推 進

課

育児教室 育児不安のある母と

子の遊びの教室

年 12

回

年 12

回

年 12

回

H19 事

業廃止

無 年 12 回 健 康 推 進

課

赤ちゃん何

でも相談

※Ｈ 19 年

度～「すこ

やか子ども

相談」

赤ちゃん育児相談 年 12

回

年 12

回

年 12

回

年 36

回

（3ヶ所

×12

回）

年 36 回

（3ヶ所

×12 回）

年 36 回 健 康 推 進

課

2歳児相談 2歳前後の育児相談 年 12

回

年 12

回

年 12

回

事業

廃止

無 年 12 回 健 康 推 進

課

もぐもぐご

っくん教室

離乳食指導、授乳・離

乳期の口腔機能等の

講話

年 6 回

コース

年

12 回

年

12 回

年

12 回

年 12 回 年 12 回 健 康 推 進

課

2歳児いい

歯健診

歯科保健指導、歯科

健診、発達・発育チェ

ック

年 12

回

年 12

回

年 12

回

年 12

回

年 12 回 年 12 回 健 康 推 進

課

子育てガイ

ドブック の

発行

子育てに関する情報

誌を作成し、各種情

報提供を行う。

― ― 発行 発行 発行 発行 地 域 福 祉

課

乳 幼 児医

療費給付

事業

0～就学前児に対して

医療機関に支払った

一部負担金の給付

実施 実施 実施 実施 実施 継続 健康推進

課

基本目標Ⅳ　子育てと仕事が両立できるまちづくり
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事　業　名 事　業　内　容 16

年度

17

年度

18

年度

19

年度
20 年度

目標値

平成 21

年度

担 当 課

担 当 部 署

育 児介護

休 業法の

周知

「育児休業、介護休業

等育児又は家族介護

を行う労働者の福祉

に関する法律」につい

て情報紙等により周

知する。

0 回 広報

1 回

0 回 0 回 1 回 適宜行

う

少子化対策・

男女共同参

画推進室

商工労政課

企業 の 子

育 て 支 援

の先進 事

例紹介・啓

発

ファミリーフレンドリー

企業等について情報

紙等により紹介する。
0 回 0 回 0 回 0 回

1 回

適宜行

う

少子化対策・

男女共同参

画推進室

男性就 労

者 の 育 児

休 業 取得

についての

意識啓発

「育児休業、介護休業

等育児又は家族介護

を行う労働者の福祉

に関する法律」につい

て情報紙等により周

知する。

0 回 0 回 0 回 0 回 1 回 適宜行

う

少子化対策・

男女共同参

画推進室

男女雇用

機会均等

法の周知

「男女雇用機会均等

法」について情報紙

等により周知する。

0 回 電光掲

示板

1 回

広報・

電光掲

示板

各 1 回

0 回 2 回 適宜行

う

少子化対策・

男女共同参

画推進室

商工労政課

女性の た

めの 相 談

会

女性に対する暴力の

根絶や人権を擁護す

るため、いろいろな困

りごとの相談をできる

場を設ける。

1 回 1 回 1 回 0 回 0 回 各年

1 回

少子化対策・

男女共同参

画推進室

ま ち づ く り

市民フォー

ラム

男女のパートナーとし

てのあり方、家族の

絆、子育てのあり方、

などを取りあげること

で、改めて家庭や社

会について考え、共

に支えあい安心して

暮らせる 21世紀のま

ちづくりを目指す。

実施 実施 無 実施 無

※事業変更

継続

生涯学習ス

ポーツ課
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事　業　名 事　業　内　容 16

年度

17

年度

18

年度

19

年度
20 年度

目標値

平成 21

年度

担 当 課

担 当 部 署

セクハラ防

止講座

働く女性が性によって

差別されることのない

ように職場における

男女平等の意識づく

りを考える機会とする

もの。男女共同参画

講座の一環として実

施する。

0 回 0 回 0 回 0 回 0 回 2 回

少子化対策・

男女共同参

画推進室

仕事と家庭

を考える月

間 等 に お

ける啓発

月間の 10 月に行わ

れるファミリーフレンド

リー企業の表彰やシ

ンポジウムを情報紙

等で紹介する。

0 回 市ＨＰ

1 回

0 回 1 回 2 回 適宜行

う

少子化対策・

男女共同参

画推進室

商工労政課

育児・介護

雇用 安 定

助成金等

各種助成

制度 の周

知

育児休業を取得しや

すい環境をつくり、子

育てしながら働き続け

やすい雇用環境の整

備を図ることを目的と

した助成制度など

・育児休業取得促進

奨励金

・育児休業代替要員

確保　等助成金

・育児・介護費用助成

金

・事業所内託児施設

助成金

・育児両立支援奨励

金

・介護休暇制度導入

奨励金

・育児・介護休業者職

場　復帰プログラム実

施奨励金

随時 0 回 制度改

正

両立支

援レベ

ルアッ

プ助成

金 ・ 中

小企業

子育て

支援助

成金

パンフ

配置

0 回 1 回 出来 る

限 り の

機会 を

捉 え て

周知 を

図り、育

児 ・ 介

護環境

の改善

を図る

商工労政課
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